
 

  
 

 

 
７月の生活目標:

      
対面授業が再開しました！ 

校 長  桒 村 洋 子  
 
この日がくることを待ち望んでいました。リヤドで、子どもたちや先生方と一緒に過ごすこと。 
オンラインで始まった令和 8 年度。始業式や入学式、久しぶりに画面越しで再会した子どもた

ちはとてもうれしそうでした。リヤド日本人学校の仲の良さを感じます。それから 2 ヶ月半。毎

日の授業では、オンラインだからこそできる、資料の提示や学習状況の確認、話すだけでなく書

き込むことで自分の考えや思いをやりとりすることもできるようになりました。 
先日の、SMILE オンライン授業（カラチ、イスラマバード、コロンボ、リヤドの 4 校での授業）

で、各校の様子や良いところを紹介していました。その中で、「オンラインで授業ができるので、

先生が近くに感じ、しっかりと見てくれていて、お得感があります。」と伝えている子もいる一

方で「やっぱり、早く学校に行きたい。」という思いを言っている子もいました。胸が詰まりま

した。私たち教員も、日本でいながら思いは遠くリヤドに馳せる日々でした。時々、「ここはリ

ヤド？」と錯覚することもありました。それだけ、この 2 ヶ月半という時間は、リヤドへの思い

を募らせ、みんなで学べることの楽しさや温かさをより一層感じさせてくれるものとなりました。

当たり前のことではない、「ここでみんなと学べること」に感謝しながら、新校舎での新しい

日々が始まります。 
新校舎移転に関しては、多くの方のご尽力なしでは叶いませんでした。場所の選定、契約、交

渉、手続など、簡単に進むものではないという事を、今回ひしひしと感じ、大使閣下を始めとす

る大使館のみなさま、日本人会のみなさま、そして学校運営理事会の理事長様を始めとするみな

さま、ここにはお名前をあげきることができないほどの多くの方のご支援や、日本人学校の子ど

もたちに対する温かいお心遣いに心から感謝をいたします。 
 
さて、1 週間の臨時休校の間に、私たち派遣教員が全員リヤドへ渡航し引っ越し作業となりま

した。「6 月 28 日の対面授業開始のために、まず子どもたちの教室から整えよう。」という思い

で毎日へとへとになりながらの作業が続きました。 
キングダムの校舎を 2 日で全て運び出しました。何もなくなったガランとした図書コーナーを

見ながら、ここでの思い出がどんどん蘇りました。「ありがとう。お世話になりました。」と心

の中でつぶやきアンタラへ向かいました。 
アンタラの校舎は 3 階建てのヴィラをリノベーションしているので、何も運び込んでいない時

は「おうち」にしか見えませんでした。それが、黒板を取り付け、学習机と椅子を運び込み、掲

示板を付け、教卓を置くと教室になりました。子どもたちがここにいて学習する様子が目に浮か

びました。引っ越し業者のみなさんは、暑い中を少しの休憩にもかかわらず、4 日間で引っ越し

作業を完了させてくださいました。業者の方は、バングラディシュやインド、パキスタンなど

様々な国からリヤドに働きに来ている方でした。とても重たいアップライトのピアノを最後に運

び終わった時には、全員で大きな拍手。本当にありがとうございました。 
6 月 28 日（日）、いよいよ対面授業再開です。オンライン授業では画面越しで毎日会っていま
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したが、やっぱりこうして同じ空間で、同じ時を過ごすことは、安心感や充実感があります。リ

ヤドという地で、リアルに生きている感覚があります。さあ、いよいよ新しい校舎で、新しい

日々が始まります。今まで、この時を待ち望んでがんばってきた分、きっといい時間を過ごすこ

とができると確信しています。今後とも、リヤド日本人学校を、そしてここでがんばる子どもた

ちや先生方を応援していただけると嬉しいです。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 



【 7 月 の 行 事 予 定 】

 
 


